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論 文 内 容 の 要 旨

卵巣を性腺摘除マウスの牌内に移植すると下垂体からの性腺刺激ホルモンの持続的過剰分泌によって静

内卵巣が腫癌化することはよく知られている｡しかし発生した卵巣腫癌がどのような内分泌環境下で増殖

を続けうるのかについての解析はいまだ行われていない0本研究ではこの点を明らかにするため,卵巣静

内移植法により樹立したマウス可移植性額粒膜細胞腫 (TならびにM腫癌株)を用い,腫癌の増殖に及ぼ

す宿主の内分泌環境の影響について検索した｡

TならびにM腫療株はいずれも腫蕩移植実験で同様の増殖態度を示した.すなわち,これらの腫癌をマ

ウスの皮下に移植すると正常動物ならびに性腺摘除動物においては肢痛形成が認められたが,下垂体摘除

動物においてほ腫癌形成は認められなかった｡皮下腫癖の大きさは正常メスマウスや性腺摘除マウスより

も正常オスマウスにおいて最大であった｡性腺摘除マウスにおいては皮下腫癌の大きさに雌雄差は認めら

れなかった｡また性腺摘除オスマウスに男性ホルモンを投与すると皮下腰痛は正常オスマウスと同じ程度

に増大した｡これらの事実は生体内では男性ホルモンと性腺刺激ホルモンがこの腫痔の増殖を促進するこ

とを強く示唆するものであるoすなわち,正常オスマウスでは男性ホルモンと性腺刺激ホルモンの血中濃

度が正常に保たれているため腫痔が充分に増殖するが,性腺摘除動物では性腺刺激ホルモンは増加してい

ても男性ホルモンが低下しているため腫濠は充分に増殖できず,また下垂体摘除動物においては性腺刺激

ホルモン分泌の消失と性腺や副腎からの男性ホルモン分泌の減少という内分泌環境下では腫漆は増殖しえ

ないものと推察された｡

生体内での男性ホルモンの腫蕩増殖促進効果が直接作用によるものかまたは間接作用であるのかを検討

するため,M腫療株を培養し,ステロイドホルモン特に男性ホルモンが腫癌細胞の増殖を促進しうるかど

うかを検索した｡培地中の血清のステロイドホルモン濃度を活性炭処理によって著明に減少しても渡癌細

胞の増殖には影響が認められなかった｡また無血清培地あるいは活性炭処理をしたオスマウス血清を含む

培地にテス トステロンを添加しても塵癌細胞の増殖促進効果は認められなかった｡これらの事実は男性ホ

-373-



ルモソの腫癌増殖効果は直接作用ではなく,生体内では男性ホルモンがある種の特異的増殖因子を介して

塵癌の増殖を促進することを強く示唆するものであ尋｡

以上のことから,卵巣牌内移植法により樹立したマウス可移植性頼粒膜細胞産の増殖には男性ホルモソ

と性腺刺激ホルモンが関与しており,特に男性ホルモンの鹿癌増殖促進効果については,鹿癌細胞の培養

実験結果から直接作用ではなく,ある種の特異的増殖因子を介しての俸用であると結論された｡

論 文 審 査 の 韓 黒 の 事 旨

卵巣牌内移植法により樹立した A/J系マウス可移植性類粒膜細胞瞳を用い,度盛の増殖に及ぼす宿主

の内分泌環境の影響について検索した.鹿疹移植実験では,正常動物や性腺摘除動物では腫癌形成が認め

られたが,下垂体摘除動物では腫癌形成は認められない｡皮下腫癌は正常雌マウスや性腺摘除マウスより

むしろ正常雄マウスにおいて最大であった｡また性腺摘除雄マウスに男性ホルモンを投与すると,皮下腰

痛は正常雄マウスと同程度に増大した｡これらの事実から,生体内では男性ホルモンと性腺刺激ホルモン

とがこの腫癌の増殖を促進する作用を示すものとみられる｡一万,度癌細胞を培養し,培地中にテス トス

テロンを添加しても腫癌細胞の増殖促進効果は認められなかった.それで,男性ホルモンの作用は直接作

用ではなく,生体内で男性ホルモンがある種の因子を介して間接的に腫癌の増殖を促進するものと考えら

れる｡

以上の研究は内分泌異常により発生した塵癌は内分泌環境により,増殖が強く影響されることを明らか

にしたもので,腫疹増殖の自律性の解明に貢献するところが多い｡

したがって本論文は医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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